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コ ー パ ス デ ー タ に 基 づ く

diefromとdieofの 使 い 分 け に 関 す る一 考 察

岡 田 啓

0.は じ め に

diefrom/ofの 使 い 分 け に つ い て は,語 法 辞 典 に も詳 し く な い 。()ALZ)6th.edition(2000),Long-

manZ)ictionaryofContemporaryEnglish,newedition(2003)『 研 究 社 一 ロ ン グ マ ン 句 動 詞 英 和 辞

典 』(1994),NTC祝)ictiona7yof-PhrasalVerbsandotheridiomaticverbalphrases(1993)な ど も

diefrom/ofの 違 い に 関 す る 説 明 は ま っ た く省 い て い る 。 い ず れ も 単 に 例 文 を 与 え て い る の み

で,ofで もfromで も 大 した 相 違 は な い と 言 う扱 い で あ る:

Shediedof/fromhunger/cancer/aheartattack/herinjuries.一CambridgeAdvanced五 θα7%θ湾

Dictionaク:ソ(2003).

最 も詳 しい も のは 『英 語 前 置 詞 活 用 辞 典 』(1974)で あ る が,

diefrom(人 が)〈 け が な ど 〉 で死 ぬ

dieof(人 が)〈 病 気 ・飢 え ・老齢 な どで 〉で 死 ぬ 〈 〉は 名 詞 また は動 名 詞

と し,diefromはdieofの 意 味 に も用 い られ る とい うコ メ ン トを 付 け 加 え て い るだ け で あ る。

2001年 に 出版 され た 『ジ ー ニ ア ス英 和 大 辞 典 』 の説 明が,現 時 点 で の大 まか な ま とめ と な って

い る よ うで あ る:

[dieofとdiefrom]pneumonia,cancer,cold,malnutrition,hungerな ど 病 気 ・体 の 不 調 な ど に よ

る 直 接 的 内 因 に はofを 用 い,wound,explosion,heat,overworkな ど 間 接 的 外 因 に はfromを 用

い る と さ れ る が,実 際 は しば しば 相 互 に 転 用 さ れ る:Thevictimdiedof[from]alossofblood.

一131一



岡 田 啓

被 害 者 は 出血 多 量 で 死 ん だ/Hedied(oDfightingintheVietnamWar.彼 は ベ トナ ム戦 争 で 戦 死

した 。1)

以下に,上 記辞書に挙がっている代表的 目的語についてコーパス中に出現 した頻度を記 してお

く。

diefrom/of+wound(219/262)[コ ー パ ス 中 にfromが219例,ofが262例 出 現]

diefrom/of+wounds(390/561)

diefrom/of+illness(104/239)

diefrom/of+illnesses(48/74)

diefrom/of+hunger(67/359)

diefrom/of+oldage(9/245)

diefrom/of+malnutrition(54/123)

diefrom/of+pneumonia(81/672)

diefrom/of+heat(49/37)

diefrom/of+overwork(15/18)

from/ofは 「実際はしばしば相互に転用される」とあるが,ど のように 「転用 されるのか」そ

れをコーパスを検索 して調査 した。その結果,fromがofに 転用されると解釈できる場合もあ

るが,多 くの場合,話 し手が聞き手に対 して何を伝えたいかによって,い ずれか一方の前置詞

が好まれていることが判明した。

1.diefrom/ofの 概 略

OFが 用 い られ る場 合:

1)一 般 的 に 単 に 死 因 を 表 した い と き

2)習 慣 的 に 起 こ る死,繰 り返 して 起 こ る死 に 言 及 す る と き

3)ofの 目的 語 は 原 則 と して,病 気 ・外 傷 ・老 齢,ス トレス ・そ の他 死 を もた ら し得 る原 因

と して一 般 に認 定 され て い る,あ る い は容 易 に認 め うる もの に限 られ る。

FROMが 用いられる場合:

1)本 来,あ る具体的(specific)な 状況を想定 し,そ の場面において考えられる具体的に死

をもたらす原因を指定する。
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2)個 々に 起 こ る死 に 言 及 す る と き

3)fromの 目的 語 はofの 目的 語 と 同 じ く,一 般 的 に 容 易 に 死 因 と な る も の も指 定 し うる。 し

か し,そ の他 に も,特 定 の場 面 で のみ 死 因 と な る よ うな 目的 語 を 取 る こ とが で き る。1つ

に は 一ing形,ま た は ふ つ うで は死 因 とは な ら な い よ うな 目的 語,ま た は,あ る特 定 場 面

に 特 有 の状 況 な どで あ る。

1-2.diefrom/ofの 意 味 論

一 般 的 に 病 気 な ど の死 因 を 表 す と きはofを 用 い る の がふ つ うで あ る
。 この時 に は,dieof+N

が 一 定 の ま と ま りを 有 す るsemanticunitと して 振 舞 う。dieofcancerを 例 に と って 見 よ う。

Myfatherdiedofcancerと い うと き,話 し手 は 聞 き手 の心 の中 に は 「人 間 が 癌 で 死 ぬ 」 とい う

事 柄 は 珍 しい こ とで な く普 通 に 起 こ り うる と了 解 され て い る,と 見 な して い る。つ ま り 「癌 死 」

とい う概 念 は す で に 存 在 して い る。 「癌 死 す る」 と訳 して も構 わ な い で あ ろ う。 「癌 死 す る」 こ

と 自体,話 し手 は も ち ろん,聞 き手 や 一 般 の人 々 の 日常 ご く普 通 に 遭 遇 す る,よ く慣 れ 親 しん

だ(familiar)概 念 と して 受 け 取 られ る。 そ して,今,記 述 され て い る状 況 が,「 癌 死 」 とい う

ジ ャ ンル に 当 て は ま る と見 な され るの で あ る。 「父 は 死 ん だ が そ れ は,一 般 に癌 死 と呼 ば れ る

死 に 方 だ った 」 とパ ラ フ レー ズ して も よい で あ ろ う。

これ に 対 し,Myfatherdiedfromcancer.に お い て はcancerに 特 別 の意 味 論 上 の焦 点 づ け が 行

わ れ る。fromと い う前 置 詞 は原 因 を 明示 す る働 きを もつ 。 「父 親 は あ る特 定 の病 気 が 原 因 で 死

ん だ が,そ の原 因 とは 癌 で あ った 」 とパ ラ フ レー ズす る のが 適 当 で あ ろ う。2つ の文 は そ れ ぞ

れ,以 下 の よ うに 分 析 で き る ので あ る。

a.Myfatherldiedofcancer.

b.Myfatherldiedlfromcancer.

a.のdieof～ とい うのは 「～死する」とい う,全 体として死因に言及する動詞句として扱わ

れている。これに対 しb.のfromは 原因だけを抜き出して問題にする言い方である。話 し手は

死の原因となった癌そのものに注 目する。「死ぬ」の部分は二義的な情報価値 しか持たな くな

ることも多い。

両 者 の 間 に,上 記 の よ うな 意 味 論 的 相違 が あ る と して も,ofで 与 え られ る死 因 とい うの は,

元 々,個 々に 生 起 す る事 例 が 積 み 重 な った 結 果,人 々に よ って あ りふ れ た,珍 し くない 死 因 と

して 認 識 され る よ うに な った も ので あ る。 そ れ ゆ え,多 くの場 合,話 し手 がofに 代 え てfrom
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を 用 い る こ とに よ り原 因 を 明示 した と して も,不 都 合 は 起 ら ない 。diefromがdieofの 代 わ り

に 用 い られ て もおか し くな い の は そ の た め で あ る。 しか し,後 述 す る よ うにdiefromに 代 え

てdieofを 転 用 す る こ とは 必 ず し も可 能 で は な い 。

2.from/of両 者が可能であ る場合

下 は,新 聞 掲 載 の 死 亡 記 事 の 書 き 始 め 部 分 で あ る 。 ま さ にof/fromの 相 互 転 用 が 可 能 と 解 釈 し

て も 差 し支 え な い 場 合 で あ る:

◆TerryPatchett,LabourMPforBarnsleyEastsince1983,diedyesterdayofcanceraged56.

HewasbornonJuly11,1940.一Times96/10/12

◆CardinalJosephBernardin,ArchbishopofChicago,diedyesterdayfromcanceraged68.He

wasbornonApril2,1928.一Times96/11/15

3.dieofの 目的語 となる名詞

さ て,ofで 与 え ら れ る 一 般 的 な 死 因 と は ど の よ うな も の か ま と め て お こ う:

a.傷 病 ・症 状 ・正 常 状 態 か ら の 逸 脱 を 意 味 す る 語(disease,wound,oldage,complication,mal-

functionな ど)

b.傷 病 ・症 状 の 具 体 的 名 称(stroke,snakebite,fever,convulsion,pain,bloodloss,thirst,ex-

haustion,brokenneck,な ど)

c.そ の 他 の 死 を も た ら す 主 体(poison,virus,drugoverdose,exposure,fright,な ど)

d.「 原 因 」 を 意 味 す る語(cause,causes)

e.名 詞 化 して い る と見 な し う る 一ing:(poisoning,drowning,drinking,longingな ど)2)

これ ら の中 に は,専 門 用 語 を 平 易 に 動 名 詞 で 置 き換 え た も の も含 まれ る。 そ の意 味 で は 動 名 詞

の 目的 語 はdiefromに の み 続 く,と した 従 来 の説 明 は少 々,修 正 をす る必 要 が あ るか も しれ

ない 。 しか し,難 解 な術 語 を 避 け る な ど の場 合 に のみdieof+動 名 詞 が 用 い られ るだ け で あ

る。 故 に,一 般 に は,名 詞 化 した 一ing以外dieofの 目的 語 に 来 ない と して お くほ うが よい で あ

ろ う。 以 下 に,具 体 例 を 挙 げ る:

drinking[=alcoholism],beingalone[=loneliness],choking[=suffocation],hardeningofthe

arterieS[=arteriOSCIerOSiS]

◆WoodrowWilson...livedinthehouseforonlythreeyears-fromMarch1921toFebruary
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1924,beforehediedofhardeningofthearteries.一WashingtonTimes92/06/04

4.diefromの 目 的 語 と な る 語 句

死 因 と してofの 目的 語 に くる名 詞 の ほ とん どはfromの 目的 語 と して も現 れ る。 しか し,具 体

例 を 詳 し く観 察 して み る と,fromの み と しか 共 起 しな い 目的 語,あ る い はfromと の組 合 せ が

圧 倒 的 に 多 い も のが あ る。 以 下 に そ れ らを 挙 げ て,考 察 を 加 え る。

4-1.特 定 の 場 面 が 設 定 さ れ て い る 場 合

◆AsIlayonthetableinthatcold,darkroom,strippedofalltheelementseveryoneassociated

withmysupposedsuccess,thethoughtstruckme,Icoulddiefromthiscancer1一Azinger,

Paul(1995)Zinger

◆IborrowedsomesleepingbagsfromacouplefromGeorgiawho'djustmovedtotownand,of

course,Inearlydiedfromthatexperience.一CNNnews96/02/01

第1例 で,thiscancerと い う の は 今,現 実 に 主 人 公 の 身 体 を 冒 して い る 「そ の 特 定 の 癌 」 で あ

る 。 故 にofに 換 え る こ と は 不 可 。 第2例 で も,主 語 の 「私 」 が 歴 史 上 の1時 点 に 於 い て 経 験

した 特 定 体 験 を 指 す 。

4-2.explosion,outbreakな ど 語 義 が 直 ち に 「死 因 」 に 結 び つ く と は 言 え な い 名 詞 は 「原 因 」

を 明 示 す る 必 要 か らfromが 選 ば れ る 。

◆Atleast114peoplediedfromanexplosioninacoalmineinnorthernShanxiprovince.

一Mia〃ziHerald96/Z2 ,〃3

◆Peoplearedyingfromanoutbreakofcholera.

◆MrsEdwards'spartiallyclothedbodywasfoundbyherdaughters,Katie,6,andEllie,3,0n

Thursday.Shehadsufferedfacialinjuriesanddiedfrompressuretotheneck.一Times

2000/05∠30

4-3.本 来,死 因 と 直 接 に 結 び つ き に く い 目的 語 はofへ の 転 換 不 可 。

◆Yourchancesofdyingfromskiing:1in500,000.一USATodのy91/03∠28

◆...andsubsequentlydiedfromtheprescriptionmedicationshegavehim-LosAngeles

Times98/08/17

◆"There'slotswrongwithme,"thestrangerreplied."Thishereleghasgotabulletinit,for

onething."
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Mandiegasped."AbulletP"

"WhoshotyouP"Joedemanded
.

"IguessImightaswellcomeclean
,orI'lldiefromthisleg,"thestrangersaid.

一Leppard
,LoisGladys(1988)ハ4碗4づ θand≠1診 θハdysteriousBells

スキ ーで 死 ぬ とは,ス キ ーを して い る間 に 事 故 に 遭 い,そ れ が 元 で 命 を 落 とす こ とで あ る。 ス

キ ー とい うス ポ ー ツ 自体 が 死 を もた らす と考 え る こ とは 不 可 能 な の で,当 然,「 原 因」 を 明示

す るfromを 用 い な くて は な ら ず,ofを 選 ぶ こ とは で き な い 。2番 目の 例 に あ る 処 方 薬

(prescriptionmedication)も 本 来,患 者 を 治療 す るた め の も の で あ り,そ れ が死 因 に な る こ

とは,通 常 は 想 定 され て い ない 。 故 にofは 用 い られ な い 。

最 後 の例 は脚 を 撃 た れ た 男 と子 供 た ち の会 話 で あ る。 「脚 」 自体 が 死 因 とな る こ とは な い 。 こ

の例 で分 か る よ うに,fromは それ 自体,原 因 を 明示 す る 力 が あ るゆ え,そ の 因 の存 す る場 所

で あ る 「脚 」 を 指 定 して も構 わ ない ので あ る。

4-4.「 原 因」 を表 す 目的 語cause(22/15);causes(182/729)

「原 因 」 で も単 数 ・複 数 形 で のfrom/ofの 出現 頻 度 を み る と,明 らか に単 数causeの 方 のほ う

が,fromと 共 起 しや す い。 これ は単 数 の 方 が,特 定 の場 面 の 具 体 的 な死 因 に よ り容 易 に 言 及

で き るか らで あ る。 死 因 を 一 般 的 に 類 別 す る場 合 は 複 数 形 を 使 うこ とが 普 通 で あ る ので 当 然 な

が らofの 比 率 が 高 ま る。

cause/causesは 単 独 で は用 い られ ず,必 ずdiefrom/ofnaturalcausesの`natural'の よ うに 修 飾

語 を 伴 う。 複 数 形 のcausesの911例 の うち,実 に615例 が`natural'で あ り,こ の`natural'を 含

め`AIDS-related',`coronary',`causesconnectedto～'の よ うに 「死 因 」 の大 よそ の所 属 や 性

格 を 示 す も のが 大 多 数 を しめ る。 そ の他 は`these',`thesame'な ど明確 にidentityを 与 え る も

の,`other'の よ うに 死 因 の別 の所 属 を 指 定 す る もの,`unknown',`mysterious',`unspecified'

な ど の よ うに 死 因 のidentityが 特 定 され な い こ とを 表 す もの,`avarietyof',`arangeof'な ど

多 様 性 に 言 及 す る も のに 大 別 され る。

naturalcauses(89/562)に 対 してunnaturalcauses(6/1)(「 不 自然 な原 因」)は,死 の 「原 因 」

が 問 題 視 され る 場 合 が 多 く,fromが 多 か った 。 次 の3文 を 対 照 して 欲 しい。 た だ し,第3の

例 文 の よ うに,当 時 は 「不 自然 な死 」 が ご く普 通 に お こ る 出来 事 で あ った とい う脈 絡 で は,予

想 され る よ うにofが 用 い られ て い る:

◆Yourfatherdidn'tdieofnaturalcausessothere'llhavetobeaninquest.一Gaskin,Cather-

ine(1951)ノ411ElseisFollソ
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◆"Ican'thelpthinking,"shesaidsomewhatreluctantly,"hemusthavediedfromunnatural

causes-likebeingthevictimofacrime."一Keene,Carolyn(1995)TheCaseoftheZ)an-

gerousSolution

◆Hetoldfriendsthat40millionpeople"diedofunnaturalcauses"duringMao'sCulturalRevo-

lution-WashingtonTimes9-Zノ:Z-Zノ 「lO

さて 単 数 形 の`cause'と 結 び つ く修 飾 語 を 見 て み よ う。 単 数形 は,複 数 形 と比 べ る と死 因 に よ

り強 い 特 定 性 を 賦 与 す る とは い え,`natural',`known',`unknown'な ど と結 び つ い て 一 般 的 死

因 を 与 え る場 合 はofと 共 起 す る。

◆Asfarasweknowtodate,Paddydiedofthenaturalcauseofheartfailureperhapsbroughton

byhishavingmistakenthemedicineshewastaking.一Gill,Bartholomew(1992)TheZ)eath

ofLove

◆AhomelessmanistreatedbyDr.GuyLuthan(HughGrant)beforedyingofanunknown

cause._Miami」Herald96ノ 「lO/7-Z

◆SCD(suddencardiacdeath)isnotusedtodescribeonlythedeathofthosewhohavediedofan

obviouscardiaccause,suchascoronaryheartdisease,but...一Times96ノ'10/23

しか し`unnatural',`someother',`thesame',`noapparent'な ど と 結 び つ い て 「原 因 」 の 特 異 性

やidentityな ど を 特 別,問 題 に す る 場 合 はfromと 結 び つ く傾 向 が 強 い 。

◆lnvestigationsobviouslyhavetobemadeinParisintowhathashappened.Butifanyonedies

abroadfromanunnaturalcause,wehavetoholdaninquest.一Times97/09/02

◆ln1977hispartnerDianaHyland,19yearshissenior,diedinhisarmsfromcancer.His

mother,Helen,diedfromthesamecauseayearlater.一Times2001ノ'07/28

◆Shawhadtoldhimaboutthebiteonthearmshehadreceivedfromadeliriouswomanpatient

whohadsincediedfromacausenoonehadyetbeenabletodiscover.一Ruhen,Carl(1988)

Young1)octors2

4-5.「 結 果 」 を表 す 目的 語effect(6/1),effects(89/13),consequences(5/1)

「原 因 」 を 表 すcause/causesはfrom/of両 方 が可 で あ る が,「 結 果 」 は 特 定 の状 況 の中 で もた

ら され た 状 態 に 言 及 した も の な ので,単 数 形 のeffectの 場 合 は,通 常fromの み を 許 す 。3)
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◆Millionsofpeoplewoulddieimmediatelyfrom/*ofthedirecteffectoftheblast.一Time

Maga2ine90/05/14[斜 体 は 筆 者]

◆When"Dolly"(anotveryaptnickname)diedfromtheconsequencesofAids,...一Guardi-

an96/09/25

しか しなが ら複 数 形effectsと な る と病 気 の結 果 生 じる 「一 定 の症 状 群 」 とい う意 味 で 用 い ら

れ る こ とが 多 い。 これ らの 症 状 は 病 院 関 係 者 の ご く普 通 に経 験 す る と ころ な のでofの 例 もか

な り多 くな る:

◆Likeherfatherbeforeher,shediedoftheeffectsofAlzheimer'sdisease.一Independent

2002/04/02

4-6.「 事 故 」 を 表 す 目的 語accident(19/4);accidents(45/8)

事 故 と は 本 来 偶 発 的 な も の,予 期 さ れ て い な い も の で あ る 。 故 に 事 故 に よ る 死 で は 原 則 と して,

原 因 が 強 く意 識 さ れ,fromを 用 い る こ とが 多 い 。

◆ConstanceBerubewasborninMunising,sixmonthsafterherfather,OmerBerube,died

fromacaraccident.一1)etroitFreePress97/12∠29

た だ し,少 数 で は あ る が,ofを と る場 合 もあ る。 例 え ば墓 標 に 死 因 を 記 す こ とは一 般 的慣 行

で あ るが,そ の よ うな脈 絡 で は,dieの 次 に くる語 が 死 因を 記 す の は 当然 と こ と と考 え られ,

ofが 用 い られ る 。 この 場 合,事 故 は 一 般 の さ ま ざ ま な 死 因 の1つ と して取 り扱 わ れ る。from

を 使 うと,反 って 不 自然 と な る。

◆OnthemakeshiftwoodencrossJimhadpainted:"HenryCraig.Diedof/?fromAccident

1888."一Mitchell,Elyne(1982)TheMan-FromSnowy-River[斜 体 は筆 者]

しか し,次 例 で は 「事 故 か 病 気 で 死 ぬ 」 と い う文 脈 で 用 い る こ と に よ っ て,「 事 故 」 は 話 し手

に と っ て 原 因 を 問 題 と す る も の で は な く,単 に 死 因 の1つ に 格 下 げ さ れ て い る 。 故 にof:

◆lfJeremyhaddiedofanaccidentorillness,shewouldhavegonethroughthatnormalperiod

ofbereavement,butitwasthewayhehaddiedthathadtormentedher.一Freeman,Cyn-

thia(1988)The-LastI)7incess

つ い で な が ら,事 故 死 に はfrom/ofよ り も む し ろinを 用 い る の が 普 通 で あ る:

◆Hisfather,atravellingsalesman,diedinacaraccidentthreemonthsbeforeMrClintonwas

bornin1946.一1)ailyTelegraph92/07/14
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ただ し,inの 場合,死 の訪れは事故のあった時点であると明示されるのに対 して,fromで は

必ず しも事故と同時である必要はない。死をもたらした原因が事故なら,死 は数 日を経た後に

起こってもよいのである。

4-7.「 一ing形 」 の 目 的 語

一ing形 は 本 来,個 々 の 具 体 的 な 状 況 を 想 定 す る の で 原 則 と し てfromの み 可 。

◆Hediedfromhavinghisheadchoppedoff.

◆Whenyoumarriedher,IthoughtI'ddiefrombeingsomiserable.一Monk,Connie(2000)

FromThisDayForward

動 名 詞 が 目的 語 を 伴 うと きは,概 念 を 一 般 化 して も なおfromの 方 が 自然 で あ る.

◆Youcandiefrom/?oflovingsomeonetoomuch.[斜 体 は 筆 者]

5.from/of両 方が用い られ る場合

概 ね,具 体 的 な状 況 を 描 写 す る 目的 語 が 続 く場 合 はfromが 用 い られ る傾 向が つ よ く,目 的 語

が 一 般 概 念 化 した 名詞 に な って い る と きはofと の 相 性 が 良 くな る。 しか しな が ら,具 体 的 な

状 況 とい っ て も,そ れ が繰 り返 し起 こ る こ と と して認 識 され は じめ る とofと の組 合 せ も不 自

然 で な くな る傾 向に あ り,ま た 一 般 的 な死 因 で あ って も,そ れ を 個 々 の状 況 に 関 連 させ て よ り

具 体 的 に表 現 した い とい う意 図が 働 く と きに は,fromが 用 い られ る。 話 し手 が,聞 き手 に 対

して,状 況 を一 般 的概 念 と して の 死 因 の1例 と して提 示 し よ う と思 うと きに はofが 選 ば れ る。

しか し,状 況 を 聞 き手 の眼 前 に 具 体 的 な絵 と して 描 き 出そ うとす る と きに はfromを 用 い る こ

とに な る。

か く してdiefromはdieofよ りも よ り具 体 的 ・特 定 的 な場 面 を 描 くと きに 用 い られ る と言 え よ

う。 次 の2つ の例 を 見 て み よ う。

◆Amotherwhonursedhersonthroughchickenpoxhasdiedfromarareformofpneumonia

connectedtothedisease.一1)ailソMail97/03/3-Z

◆Mokaba...was43whenhediedofacutepneumonialinkedtoarespiratoryproblem-In-

dePendent2002/06/13

第1例 で は 同 じ肺 炎 で も通 常 見 られ ない 珍 しい タイ プで あ る。 だ か ら こそ 話 し手 は,こ の ケ ー

スを 特 別 の も の と して 扱 う価 値 が あ る と判 断 し,こ の特 定 の肺 炎 に 聞 き手 の注 目を 集 め るべ く

fromを 用 い て い る。 他 方,第2例 の 「急 性 肺 炎 」 は単 に ご く普 通 に 見 られ る月 並 み な 死 因 と

して 聞 き手 に 提 示 され て い るに 過 ぎ ない 。
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次 の2つ の 例 で も,第1の 例 文 のbleedingは 「出 血 」 と い う名 詞 だ と見 な し う る の に 対 して,

第2の 文 のbleedinginsidetheskulllよ 動 名 詞 で あ り,「 頭 蓋 骨 内 で 出 血 す る こ と 」 と い う,出

血 場 所 に 関 して よ り特 定 化 さ れ た,よ り具 体 的 な 描 写 と な っ て い る:

◆Heconcludedthatshediedofbleedingandinhalationofherownblood.一1)α 勿Telegraph

92/06/03

◆Hediedfrombleedinginsidetheskullbutdidnothaveastrokeaswasfirstannounced,

一Washin9云onTimes92/09/08

5-1.「 出 血 」 を 死 因 と す る 事 例 を 統 計 的 に 集 計 し た 結 果

diefrom/of+hemorrhage(10/92)[最 初 の 数 字 がfromの 件 数,次 がofの 件 数]

diefrom/of+hemorrhaging(3/13)

diefrom/of+bloodloss(10/16)

diefrom/of+bleeding(46/30)

diefrom/of+lossofblood(33/2)

hemorrhageと い う名 詞 が 目的 語 の 場 合 はofが 圧 倒 的 に 多 く出現 す るが,hemorrhagingと

一ing形 にす る とfromの 比 率 が 高 ま る。 予 期 した通 り,bleedingと す る と,さ らにfromが 好

まれ て い る。 驚 くのは 名 詞 で あ って も,lossofbloodr血 を 失 うこ と」 で は 圧 倒 的 にfromが 多

くな る。 これ はlossofblood=losingbloodと 受 け取 られ る た め で あ る。 「血 を 失 う」 とい う節

構i造を もつ 目的語 は,特 定 の 具 体 的 場 面 に言 及 す る傾 向 が よ り強 くな る。 動 名 詞bleedingは,

bleeding自 体 が 直 接 目的 語 を 伴 わ ない 場 合 は,ほ ぼ 名 詞 化 して い る とみ なす こ と もで き る ので,

lossofbloodはbleedingと 比 べ て,さ らに 具 体 的 な 状 況 を 描 い て い る と感 じられ て い る。

bloodlossと い う節 構 造 を 持 た な い名 詞 句 で は,ofの 比 率 が 随 分 高 くな って い る点 に 注 目 して

ほ しい 。 名 詞 化 す る こ とは ジ ャ ンル 化 す る こ とで あ るか らで あ る。

5-2.「 煙 」 ま た は 「喫 煙 」 を 死 因 と す る 事 例 を 統 計 的 に 集 計 し た 結 果

diefrom/of+cigarette/marijuanasmoke(0/2)

diefrom/of+smoke(6/0)

diefrom/of+smoking(23/8);diefrom/of+cigarettesmoking(1/1)

diefrom/of+smokeinhalation(39/126)

diefrom/of+inhalingsmoke(6/0)

ふ つ う煙 に よ って 直 接 に 死 ぬ こ とは 少 ない と考 え られ る よ うでdieofsmokeと い う用 例 は 出現
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しなか った 。 煙 に まか れ て 死 ん だ と きに は,そ れ を 「原 因 」 と して 特 定 す るfromを 用 い る の

で あ る。 と こ ろが,タ バ コや マ リ ュ ワナ の煙 と な る と,そ れ が 健 康 被 害 を 起 こす とい うのは 周

知 の事 実 で あ りofが 用 い られ る。

smoking(喫 煙)は 健 康 を害 す る こ とが知 られ て い るの でofも 可 。 しか しsmokinghashish/

marijuanaの よ うに 目的 語 を 伴 う動 名 詞 は 全 てfromと 共 起 した 。smokeinhalationに はofの

事 例 が 多 く,inhalingsmokeと な る とfromの み 用 い られ る の も,や は り予 想 され た 通 りで あ

る。

6.終 わ りに

これまでの考察から分かるように,dieofとdiefromは 一見,相 互転用が可能なように見える

が,実 は話 し手が聞き手に対 して,い かに状況を伝えたいと思っているかよって使い分けられ

ていると判明した。dieofを 用いるとき,話 し手は聞き手に対 してジャンルとしての死因を伝

えれば十分であると考えている。dieofが 用いられる文脈では,「ある人が死んだ」 とい う事

実を伝えるのが伝達の主 目的であることが多 く,そ れに付随する形で死因が提示されている。

一方,diefromは 殊更,死 の原因を問題にする傾向がある。誰かが死んだとい う事実よりも,

む しろ死因そのものが伝達内容の中心を占める。また,問 題の死が生起 した具体的な歴史的事

実を踏まえた上で,そ の特定の死の 「原因」がfromに よって明示されるのである。まさに今,

眼前の死の 「原因」を問 うているのであ り,死 因がどのようなジャンルに所属するものかを問

題に しているのではない。以上ことから,今 日,日 本で一般に用いられている英和辞典や英米

で出版されている代表的辞典ばか りか,語 法辞典の説明も十分でないことが分かる。コーパス

を分析 してその考察結果を取 り入れる必要があ りそ うである。

注

1)HediedoffightingintheVietnamWar.と い う言 い 方 は 不 自然 で あ る。 これ は 単 な る説 明 の 誤 りか,

で な け れ ばHedied(in)fightingintheVietnamWar.の 誤 植 で あ ろ う。Hediedfromthefightingin

Vietnam.な らば 可 。

2)言 うまで もな い が,こ の カテ ゴ リーに 属 す る もの は 上 のa,b,cに も同 時 に 含 まれ る場 合 もあ る。 また

aとbな ど の 区別 も判 然 と して い るわ け で は な い。

3)し か し,こ の 「結 果 」 が ご く習慣 的 に経 験 され る タイ プ の も の で あれ ば,そ れ に一 定 の 名 が つ く。 次

の 例 は 病 理 的結 果 に 名 称 が 与 え られ,そ れ が 死 を もた ら した 病 名 と見 な され る よ うに な りofが 可 能

とな った もの:
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◆Anautopsyshowsthatthevictimdiedoftheexaggeratedallergiceffectcalledanaphylacticshock.

一Washin9オonTimes95/05/14
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